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今
秋
の
10
月
11
日
（
土
）、
12
日
（
日
）、
13
日

（
月
・
祝
日
）
の
３
日
間
、
西
予
市
宇
和
町
を
中

心
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
全
国

大
会
「
第
31
回
全
国
町

並
ゼ
ミ
卯
之
町
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
町
並
ゼ
ミ
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
全
国
町
並
み

保
存
連
盟
（
東
京
）
と

地
元
実
行
委
員
会
の

共
催
で
年
１
回
開
催

さ
れ
、
四
国
で
は
第

４
回
琴
平
ゼ
ミ
（
香
川

県
）
以
来
27
年
ぶ
り
、

愛
媛
県
で
は
初
め
て

の
大
会
と
な
り
ま
す
。

　

全
国
町
並
ゼ
ミ
第

１
回
大
会
は
、
昭
和

53
年
（
１
９
７
８
年
）
に
愛
知
県
の
有
松
・
足
助

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
大
会
宣
言
で
、

「
地
域
の
創
造
の
主
体
は
、
住
民
で
あ
り
、
自
治

体
で
あ
り
、
そ
れ
に
協
力
す
る
専
門
家
で
あ
る
。

こ
の
３
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
協

力
関
係
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
」
が
謳
わ
れ

ま
し
た
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
町
並
ゼ
ミ
に
は
、
全

国
各
地
か
ら
民
間
、
行
政
、
専
門
家
を
問
わ
ず
ま

ち
づ
く
り
や
住
民
運
動
に
携
わ
っ
て
い
る
様
々

な
顔
ぶ
れ
の
人
々
が
集
い
、
３
日
間
に
わ
た
っ

て
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
手
法
や
理
念
、

歴
史
・
文
化
・
環
境
に
つ
い
て
、
語
り
合
い
、
学

び
合
い
、
交
流
し
ま
す
。

　

今
年
の
３
日
間
の
内
容
は
、
１
日
目
（
11
日
）

に
午
後
か
ら
各
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
分
科
会
を
、

西
予
市
だ
け
で
は
な
く
大
洲
市
、
宇
和
島
市
な

ど
７
会
場
に
分
か
れ
て
開
催
し
ま
す
。
西
予
市

で
は
、
幕
末
の
た
た
ず
ま
い
の
残
る
宇
和
町
・

卯
之
町
を
始
め
、
城
川
町
の
茶
堂
、
宇
和
町
・
東

多
田
地
区
の
町
並
み
や
歴
史
、
宇
和
盆
地
の
風

物
詩
「
わ
ら
ぐ
ろ
」
と
い
っ
た
も
の
を
題
材
に
、

大
洲
市
で
は
「
景
観
と
観
光
」、
宇
和
島
市
で
は

「
民
家
の
再
生
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

　

２
日
目
（
12
日
）
か
ら
は
主
会
場
で
あ
る
愛
媛

県
歴
史
文
化
博
物
館
で
「
各
地
か
ら
の
報
告
」
を

中
心
に
全
国
か
ら
町
並
み
保
存
運
動
、
ま
ち
づ

く
り
運
動
に
つ
い
て
の
全
国
活
動
事
例
を
報
告

し
て
い
だ
だ
き
、
日
本
各
地
の
今
を
知
る
こ
と

で
今
後
の
進
展
、
方
策
や
問
題
点
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。
四
国
か
ら
も
い
く
つ
か
ご
報
告
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

３
日
目
（
13
日
）
に
は
統
括
討
議
と
し
て
「
住

民
と
歴
史
的
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
仕
組
み
～

過
去
・
現
在
・
未
来
～
」
と
題
し
、
国
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
、
登
録
文
化
財
、
景
観

法
、
そ
し
て
歴
史
を
絡
め
た
最
新
の
法
律
・
制

度
を
使
っ
て
、
歴
史
的
環
境
を
守
る
仕
組
み
に

つ
い
て
、
西
村
幸
夫
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）、

後
藤
治
（
工
学
院
大
学
教
授
）
両
氏
に
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
の
故
郷

に
つ
い
て
全
国
の
方
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て

共
に
学
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
テ
ー
マ
は
、「
だ
ん
だ
ん
学
ぼ
う
、

よ
も
よ
も
人
づ
く
り
」
と
し
ま
し
た
。「
だ
ん
だ

ん
」
は
、
方
言
で
あ
り
が
と
う
の
意
味
で
、
感
謝

を
し
な
が
ら
段
々
（
一
歩
ず
つ
）
学
ぼ
う
。「
よ

も
よ
も
（
注
）」
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
く
み
取

り
な
が
ら
人
づ
く
り
を
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て「
よ
う
き
な
は
っ
た
、

お
接
待
の
里
へ
」。
四
国
は
お
遍
路
。
わ
た
し
た

ち
の
体
の
中
に
染
込
ん
だ
“
お
接
待
”
の
文
化
に

も
全
国
の
方
に
ふ
れ
て
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
願
っ
て
決
め
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
、
全
国
の
方
た
ち
と
の
交
流
、
地

域
の
交
流
を
広
げ
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
考
え

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
注
）�

よ
も
よ
も
と
は
、
方
言
よ
も
だ
の
連
続
し
た
形

で
、
決
し
て
い
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
理
不
尽
な
言
い
分
で
足
を
ひ
っ

ぱ
っ
た
り
、
反
対
し
た
り
す
る
場
合
に
よ
く
使

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
は
敢
え
て
「
人
と
は

違
う
意
見
を
言
う
」
よ
い
意
味
で
捉
え
て
お
り
ま

す
。

全国町並みゼミ
卯之町大会
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2007伊勢大会で卯之町大会をPR

だんだん学ぼう
よもよも人づくり

TALK NOW
トークナウ


